和漢診療学　平成１９年度　試験対策
【平成１８年度　試験問題】

（文責）　１，５①～⑤：兵藤　２，５⑥～⑩：広田　３，４，５⑪～⑮：藤岡
１、気虚とはどのような病態か。またその治療に用いる代表的な生薬と処方について記せ。

【概念】：

気虚とは生命活動の根源的エネルギーである気の量を不足した状態のこと。
次の二つによりもたらされる。
①気の産生障害・・先天の気を貯蔵し再生産する腎、外気を取り込む肺、食物を消化吸収する脾、のいずれかの障害により気の産生が低下した場合。

②気の消耗・・・・内因、外因・不内外因などの病的気転に対し、生体の恒常性を保つために気を消費し、このために気の量が低下した場合。
病態：だるさ、易疲労、食欲不振

生薬：人参、白朮、甘草、黄耆

処方：補中益気湯、人参湯、六　　君子湯、建中湯類
２、太陽病とはどのような病態か。また、その治療に用いる代表的な処方とその鑑別について記せ。

【解答】

　太陽病の病態には、急性熱性疾患の場合と慢性疾患の場合の2種類がある。

　急性熱性疾患の場合には、悪風、悪寒、発熱、項背部のこりと痛み、頭痛を呈し、脈は浮・数（頻脈）となる。また、鼻閉、咽痛などの上気道炎の症状や四肢の関節痛・筋肉痛を呈する。

　慢性疾患の場合には、発熱はなく、頭痛、項背部のこりを呈し、脈は浮となる。また、関節痛、筋肉痛、末梢神経障害など表の症状を呈する。

　治療に用いる代表的な処方としては、桂枝湯、葛根湯、麻黄湯、小青竜湯が挙げられ、特異的症候をみてどの方剤を用いるかを鑑別する。

　まず、桂枝湯は自然発汗がみられ、脈が弱く、のぼせや鼻炎症状が強くみられる場合に用いる。葛根湯は、自然発汗がなく、脈が強く、項背部の強いこりが強くみられる場合に用いる。麻黄湯は、自然発汗がなく、脈が強く、関節痛が強くみられる場合に用いる。小青竜湯は、自然発汗があり、水様鼻汁がみられる場合に用いる。

【解説】解答のポイントになりそうなところを記します。（5月15日分　授業プリントより）

· 太陽病の病態

· 急性熱性疾患の場合

悪風（風に当たるとゾクゾクと嫌な感じがする）、悪寒、発熱、項背部のこりと痛み、頭痛を呈する。

脈浮・数（頻脈）。

鼻閉、咽痛などの上気道炎の症状。

四肢の関節痛・筋肉痛。

· 慢性疾患の場合

　　発熱はなく、頭痛、項背部のこり、脈浮の症候を呈する。

関節痛、筋肉痛、末梢神経障害など、表の症状を呈する。
· 治療に用いる代表的方剤とその鑑別
	虚実
	共通症候
	特異的症候
	適応方剤

	実証
	自然発汗がない（無汗）、

脈：実
	口渇、精神不穏、咳嗽、関節痛、筋肉痛

咽痛、咳嗽、鼻閉、関節痛、筋肉痛

項背部の強いこり、頭痛、咽痛、咳嗽
	大黄竜湯

麻黄湯

葛根湯

	虚実間証
	わずかに自然発汗

脈：虚実間
	咽痛、咳嗽、口渇、熱感、赤ら顔
咽痛、咳嗽、皮膚の痒み、熱感、赤ら顔
	桂枝二越婢一湯

桂枝麻黄各半湯

	虚証
	自然発汗がみられる（自汗）

脈：弱
	咽痛、咳嗽、水様鼻汁
背部の強いこり、頭痛

のぼせ、頭痛、鼻炎症状、乾嘔
	小青竜湯

桂枝加葛根湯

桂枝湯


３、腎虚とはどのような病態か。また、その治療に用いる代表的な処方とその鑑別について記せ。
【解答】：　腎虚とは腎が失調をきたした状態のことである。
症状に

1 性欲の減退

2 骨の後退性変化、歯牙の脱落、毛髪の脱落

3 夜間頻尿、浮腫、口渇

4 息切れ

5 精神活動の低下、視力・聴力の低下、不眠

四肢の冷え・ほてり・しびれ、小腹不仁

がある。四肢の状態で処方が変わり、冷えがあるなら八味地黄丸、冷えに加えて下肢にむくみがあるなら牛車腎気丸、ほてりがあるなら六味丸を処方する。

【解説】：　腎の働きには　①成長、発育、生殖能の制御　②骨・歯牙の形成と維持　③水分代謝の調節　④呼吸能の維持　⑤思考力、判断力、集中力の維持　があります。
西洋医学の腎臓とは異なります。

小腹不仁とは腹診の所見であり、恥骨より上のあたりに圧痛があることです。

解答の3つの方剤には地黄、山茱萸、山薬などの生薬が共通しています。覚えるとしたら山薬を覚えましょう。

４、次の漢方処方または漢方用語のよみがなを記せ。
　　①桂枝加竜骨牡蠣湯　②半夏瀉心湯　③六君子湯　④温経湯　⑤麦門冬湯
　　⑥牛車腎気丸　⑦茵蔯蒿湯　⑧当帰四逆加呉茱萸生姜等　⑨数（脈診の所見）　⑩心下痞鞕（腹診の所見）
【解答】：　①けいしかりゅうこつぼれいとう　②はんげしゃしんとう　③りっくんしとう

④うんけいとう　⑤ばくもんどうとう　⑥ごしゃじんきがん　⑦いんちんこうとう　

⑧とうきしぎゃくかごしゅゆしょうきょうとう　⑨さく　⑩しんかひこう

【解説】：　③④⑤⑥⑦⑨⑩は別の過去問にも出ています。特に③⑥⑦⑨は必出！

その過去問より、要注意の問題は以下のとおりです。

芎帰膠艾湯　きゅうききょうがいとう
薏苡仁湯　よくいにんとう

補中益気湯　ほちゅうえっきとう
小柴胡湯　しょうさいことう

桂枝茯苓丸　けいしぶくりょうがん
渋（脈診の所見）　じゅう

胸脇苦満（腹診の所見）　きょうきょうくまん

５、aからeまで五つの答えがあるので、そのうち質問に適した答えを解答欄に記入せよ。

　注意）指定した回答数より多く回答した場合は０点とする。

	①中国医学の三大古典とは「黄帝内経」「神農本草経」「傷寒雑病論」である

「傷寒雑病論」は後に傷寒論と（　　）に分けられた。

a脾胃論
b金匱要略
c万病回春

d解体新書
e勿誤薬室方函口訣


解答b

傷寒雑病論は傷寒論と金匱要略
黄帝内経は素問と霊枢にわけられている。

	②漢方医学には（　　）という概念があるが、これは「まだ病気という状態に達していない場合でも治療する」あるいは、「すでに病気を発症している場合でも他の病気を発症しないように治療する」という、いわば予防医学的アプローチを指す。

a来病

b既病

c予病

d未病
　e治病


解答d

これは聞いたことがある。

	③五臓の中で「食物を消化吸収し、水穀の気を生成する」作用を持つものは。

a肝

b心

c脾

d肺

e腎


解答c

五臓の働き

肝：血の貯蔵、気の代謝、骨格筋の制御、情緒の安定化

心：血の循環、思惟活動の中枢、生体を温める作用

脾：食物の消化吸収、栄養物質の輸送

肺：呼吸による気の生成、水の代謝、汗の分泌調節、皮膚での防御
腎：成長発育機能、生殖能、水の代謝

	④漢方医学の診察（四診）の中で、嗅覚から情報を得る診察法はどれに含まれるか。

a望診

b聞診

c問診

d切診

e触診


解答b

四診は望・聞・問・切診のこと、文字通りの診断方法。

望診は見た目、聞診には嗅覚からの情報も含まれる。

	⑤次の生薬の中で、アコニチンを含むのはどれか。

a柴胡

b石膏

c黄連

d大黄

e附子


解答e

附子とはトリカブトのこと、陰証（温める作用）に用いる。

附子：猛毒、アコニチン中毒、神経麻痺作用

柴胡、石膏、黄連、大黄はいずれも陽証（冷ます作用）である。

柴胡：中枢抑制作用、抗炎症・抗アレルギー作用
石膏：咽頭の炎症など

黄連：消化気炎症、高血圧、のぼせなど（消炎解毒鎮静作用をもつ）

大黄：便秘など
	6 次の処方のなかで、麻黄を含むものはどれか。２つ選べ。

a. 葛根湯

b. 桂枝湯

c. 小柴胡湯

d. 黄連湯

e. 小青竜湯


【解答】　a、e

【解説】　5月15日分　授業プリントより

　各方剤の構成生薬は次の通り。

a. 桂枝、芍薬、生姜、甘草、大棗、葛根、麻黄
b. 桂枝、芍薬、生姜、甘草、大棗

c. 柴胡、黄芩、人参、半夏、生姜、甘草、大棗

d. 黄連、桂枝、人参、半夏、乾姜、甘草、大棗

e. 麻黄、桂枝、芍薬、乾姜、甘草、五味子、半夏

	7 次の処方の中で、附子を含むものはどれか。２つ選べ。

a. 六味丸

b. 柴胡加竜骨牡蠣湯

c. 牛車腎気丸

d. 人参湯

e. 真武湯


【解答】　c、e

【解説】　b,c,e；5月15日分、a,c；5月22日分　授業プリントより

各方剤の構成生薬は次の通り。

a. 地黄、山茱萸、山薬、沢瀉、茯苓、牡丹皮

b. 柴胡、黄芩、人参、半夏、桂枝、茯苓、竜骨、牡蠣、生姜、大棗、（大黄）

c. 地黄、山茱萸、山薬、沢瀉、茯苓、牡丹皮、桂枝、附子、牛膝、車前子

d. 人参、朮、甘草、乾姜

e. 茯苓、芍薬、朮、生姜、附子
	8 次の処方のなかで、人参を含まないものはどれか。１つ選べ。

a. 補中益気湯

b. 六君子湯

c. 十全大補湯

d. 小青竜湯

e. 小柴胡湯


【解答】　d　

【解説】　a、b；5月22日分、c、d、e；5月15日分　授業プリントより

a. 人参、黄耆、朮、柴胡、当帰、升麻、陳皮、生姜、甘草、大棗

b. 人参、朮、甘草、生姜、茯苓、大棗、陳皮、半夏

c. 当帰、芍薬、川芎、地黄、人参、朮、茯苓、甘草、黄耆、桂枝

d. 麻黄、桂枝、芍薬、乾姜、甘草、五味子、半夏

e. 柴胡、黄芩、人参、半夏、生姜、甘草、大棗

	9 次の処方のなかで、大黄を含むものはどれか。２つ選べ。

a. 三黄瀉心湯

b. 五苓散

c. 人参湯

d. 麻子仁丸

e. 半夏瀉心湯


【解答】　a

【解説】　b、c、；5月22日分、a、e；5月15日分　授業プリントより

各方剤の構成生薬は次の通り。

a. 黄連、黄芩、大黄
b. 朮、茯苓、猪苓、沢瀉、桂枝
c. 人参、朮、甘草、乾姜

d. 大黄、枳実、杏仁、厚朴、芍薬、麻子仁

e. 黄連、黄芩、人参、半夏、乾姜、甘草、大棗

	10 次の処方のなかで、水滞に用いるものはどれか。１つ選べ。

a. 桂枝茯苓丸

b. 桃核承気湯

c. 抑肝散加陳皮半夏

d. 五苓散

e. 黄連解毒湯


【解答】　d

【解説】　5月22日分　授業プリントより

　■水滞の諸型を改善する代表的方剤

□　水滞・全身型

　　　五苓散、猪苓散、沢瀉湯、苓桂朮甘湯、真武湯、柴苓湯など

□　水滞・皮膚関節型

　　越婢加朮湯、薏苡仁湯、防己黄耆湯、桂枝加（苓）朮附湯など

□　水滞・胸内型

　　木防己湯、越婢加半夏湯、小青竜湯、苓甘姜味辛夏仁湯、茯苓杏仁甘草湯など

□　水滞・心下型

　　茯苓飲、平胃散、胃苓湯、小半加茯苓湯、二陳湯など

　各選択肢について。

a. 瘀血の治療方剤（5月22日分）

b. 陽明病・腸型の治療方剤（5月15日分）、瘀血の治療方剤（5月22日分）

c. 肝の失調の治療方剤（5月22日分）

d. 水滞・全身型の治療方剤（5月22日分）

e. 少陽病・心下痞鞭型の治療方剤（5月15日分）、心の失調の治療方剤（5月22日）

⑪次の処方のなかで、少陽病に用いるものはどれか。2つ選べ。


a
真武湯


b
大柴胡湯


c
白虎加人参湯


d
麻黄附子細辛湯


e
半夏瀉心湯

解答：　b,e

解説：　少陽病のうち、心下痞鞕型には半夏瀉心湯などの黄連剤を、胸脇苦満型には大柴胡湯などの柴胡剤を処方します。

真武湯は少陰病裏寒型、白虎加人参湯は陽明病裏熱型、麻黄附子細辛湯は少陰病表寒型に対して処方します。

⑫腹診の所見と処方のくみあわせで正しいものはどれか。2つ選べ。


a
心下痞鞕　―――　半夏瀉心湯


b
胸脇苦満　―――　苓桂朮甘湯


c
臍傍圧痛　―――　五苓散


d
腹直筋攣急　―――　桂枝加芍薬湯


e
小腹不仁　―――　葛根湯

解答：　a,d

解説：　心下痞鞕は少陽病心下痞鞕型と太陰病心下痞鞕型にみられる症状で、少陽病には黄連剤を、太陰病には人参剤を処方します。腹直筋攣急は太陰病腹直筋攣急型に見られる症状で、芍薬湯類か建中湯類を処方します。

臍傍圧痛は瘀血の所見です。瘀血といったら桂枝茯苓丸です。小腹不仁は腎虚（問3）の所見です。胸脇苦満については⑪を参考にしてください。

⑬次の処方のうち副作用として偽性アルドステロン症を生ずる可能性があるものはどれか。2つ選べ。


a
四逆散


b
大黄牡丹皮湯


c
桂枝加朮附湯


d
八味地黄丸


e
黄連解毒湯

解答：　a,c

解説：　偽性アルドステロン症は甘草の副作用です。高血圧、浮腫、低カリウム血症がおこります。

⑭〔臨床問題〕42歳、女性。１年ほど前から頭痛に悩まされはじめた。疲れたときなど、頭がズキズキし嘔気を伴うこともある。元来、冷え症とのことである。脈は沈・細・弱。舌は正常紅でやや湿潤した微白苔に被われている。腹診所見では、腹力は軟弱で心下痞鞕を認める。その他特記すべき所見はない。次の処方のうち適切なものはどれか。1つ選べ。


a
六君子湯


b
呉茱萸湯


c
真武湯


d
黄連解毒湯


e
芍薬甘草湯

解答：　b

解説：　⑫より、心下痞鞕が認められるから黄連剤のdか人参剤のa,bとなりますが、脈診と腹診より太陰病の方だとわかります。そのなかで、頭痛と嘔気からb呉茱萸湯を処方すべきでしょう。a六君子湯は胃もたれなどの消化器症状があるときに処方します。

⑮〔臨床問題〕48歳、女性。ある日、起床時より寒気と軽い頭痛を感じた。鼻水と鼻づまりもある。午後になり、37.4度に体温が上昇した。咽は少し痛むが乾かない。咳は出ず、関節痛や筋肉痛もない。脈は浮・数・弱。舌は正常紅で乾湿中等度の微白苔に被われている。腹診所見は、腹力が中等度で、その他特記すべき所見はない。皮膚は汗ばんでいる。関節痛や筋肉痛はない。次の処方のうち適切なものはどれか。1つ選べ。


a
桂枝湯


b
麻黄附子細辛湯


c
葛根湯


d
麻黄湯


e
柴胡桂枝湯

解答：　b

解説：　全て風邪症候群に使用される漢方です。鑑別が難しいので、この問題は捨てましょう。5/29のプリントp6参照。

脈診と悪寒、咳嗽、咽痛より少陰病、虚証と判断し、b麻黄附子細辛湯を処方します。

葛根湯、麻黄湯は太陽病実証に、桂枝湯は太陽病虚証に、柴胡桂枝湯は柴胡剤です（問11参照）。

関節痛・筋肉痛は表の症状です。なので、痛むのなら太陽病と判断できます。
